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１．研究目的  

激しい侵食で砂浜を失った新潟西海岸では，

潜堤・突堤と養浜を組み合わせた面的防護工

法による海岸保全事業が進められている．海

岸線の延長が 2,540m の事業対象範囲のうち，

東側から1,550mは天端幅が40mの1列潜堤が

完成している．この工法では，潜堤背後に洗

掘溝が形成されるという独特の地形変化が，

潜堤施工に着手した 1990 年当初から現れた．今後施工する潜堤

には，施工範囲の外に洗掘の影響を及ぼさないこと，潜堤背後

の洗掘を軽減すること，の対応が求められる．そこで，(1)急激

に波を減衰させる 1列潜堤から波浪の減衰効果は落ちるものの

水位上昇を相対的に小さくすることによって波の場の変化を小

さくすること，(2)潜堤背後の侵食が 1列潜堤よりも軽減される

こと，を期待して今後施工する潜堤を 2列潜堤として検討を行

った．2 列潜堤の研究事例 1)はあるが，適切な潜堤形状の検討

方法が確立されていないので，固定床平面実験を実施して新潟

西海岸に適した 2列潜堤の形状を検討した． 

２．実験条件  

潜堤の断面諸元は表-1 のとおりである．代表的

なケースの潜堤断面は図-1，平面配置は図-2 のと

おりである．図中の 2 列潜堤は表-1 の CASE-3 で

ある．海底地形は，潜堤位置の地盤高が

C.D.L.-8.0m，潜堤法線より沖側は 1/50 勾配，陸

側は 200m までが水平床で以降は 1/26 勾配斜面で

ある．実験波浪は不規則波で，冬期の代表的な時

化の条件として，有義波高 4.5m，有義波周期 9.5s とした．潮位条件は平均潮位の C.D.L.+0.17m で，入射波

向は潜堤に対して直角入射とした．模型縮尺は 1/50 である． 

３．解析結果  

≪スペクトル解析≫スペクトル増幅率（潜堤の岸側 160m 地点と沖側 120m 地点の周波数スペクトル比）を図

-3 に示す．入射波のピーク周波数に相当する 0.1Hz 付近は増幅率が小さいが，0.3Hz 以上は増幅率がほぼ 1

である．すなわち有義波周期に相当する波のエネルギーは十分に減殺されているが，短周期成分はほぼその 
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図-1 代表的なケースの潜堤断面図 

 

図-2 代表的なケースの潜堤平面図 

表-1 潜堤諸元と実験結果数値データ 

沖 岸 沖 岸

1列 1 0.17 0 0.477 0.243 0.59

2 0.17 20 17.1 8.7 -1.7 -1.7 0.489 0.264 0.63

3 0.17 40 17.1 8.7 -1.7 -1.7 0.516 0.317 0.51

4 0.17 40 17.1 8.7 -2.7 -1.7 0.558 0.375 0.46

5 0.17 40 11.5 14.3 -2.7 -1.7 0.552 0.384 0.47

6 0.17 40 17.1 8.7 -1.7 -2.7 0.553 0.348 0.61

7 0.67 40 17.1 8.7 -2.7 -1.7 0.609 0.417 0.43

8 0.67 40 11.5 14.3 -2.7 -1.7 0.590 0.417 0.44
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まま透過している．この結果は 1列

潜堤と 2列潜堤でほぼ同じである．

≪設置間隔の検討≫波高伝達率，エ

ネルギー伝達率，潜堤背後端部の平

均流速を潜堤の設置間隔で比較する

と図-4 のとおりである．波高伝達率

は 0.5 程度であるが，エネルギーと

しては 0.25～0.3 程度の伝達率であ

る．これは，入射波のエネルギーが

大きい有義波周期付近が潜堤によっ

て減殺されたためである．当初の想

定どおり 2列潜堤の波浪制御効果は

1 列潜堤よりやや少ないが，その差

はわずかである．潜堤背後端部の平

均流速は，20m 間隔の 2 列潜堤は 1

列潜堤より大きいが，40m 間隔とす

ると流速が小さくなる．≪断面形状

比較≫2 列潜堤の断面形状を前出の

表-1 のとおりに変更した場合の，波

高伝達率と潜堤背後端部の平均流速

の関係を図-5 に示す．波高伝達率と

平均流速はトレードオフの関係にあ

り，20m 間隔と岸側潜堤の天端高が

-2.7m のケース以外は一定の傾向を

示している．潜堤背後や端部の洗掘

を軽減するためには潜堤背後の流速

を低減することが望ましいけれども，

面的防護としての養浜を防護するた

めには潜堤背後の波高を低減するこ

とも重要であることから，波高伝達率 0.516，平均流速 0.51m/s の CASE-3 を採用する．≪平均水位≫潜堤の

背後では平均水位の上昇を生じる．図-6 に示すように，2列潜堤の平均水位上昇量は 1列潜堤より 1～2割少

ない．≪開口部の検討≫2 列潜堤は沖側と岸側の潜堤間で沿岸方向の流れを生じることで，潜堤背後の流れ

が軽減されると考えられる．予定延長 750m の潜堤を連続堤とすると流路が長くなり排水効率が悪くなると考

えられるので，開口部の検討を行った．図-7 に示すように，沖側潜堤の開口部からは沖向きの流れを生じて

いることから，開口部が有効であることがわかる．潜堤背後に流入する岸側潜堤の開口部は不要である． 

４．まとめ  

(1) 2 列潜堤は，1列潜堤と比べて波高伝達率がやや大きくなるけれども，2列の間で沿岸方向流れが起こり，

潜堤背後の平均水位上昇量が少なく，潜堤背後端部の平均流速が小さくなる．したがって，今後建設予

定の潜堤は，隣接海岸への影響を小さくできる 2列潜堤が良い． 

(2) 延長が長い 2列潜堤では，沖側潜堤に開口部をつくるとよい． 
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図-7 2 列潜堤 40m 間隔開口部ありの-5.0m の平均流速ベクトル 
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  図-3 スペクトル増幅率     図-4 潜堤間隔による比較 
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 図-5 波高伝達率と平均流速      図-6 平均水位上昇量 
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